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児童ポルノの根絶に向けた重点プログラム

事業概要
（5行程度以内）

    現在、インターネット上には多数の児童ポルノが流通し、容易に検索、閲覧することが可能となっており、極めて憂慮
すべき状況にあることから、インターネット上の児童ポルノの流通防止は喫緊の課題となっている。
    海外の一部の国においては、インターネット上の児童ポルノの流通防止に向けて、既に官民が連携してブロッキング
技術を用いた流通防止対策が先進的に行われている。そこで、我が国においてブロッキングを実施する上で参考となる
様々な事項を明らかにし、インターネット上の児童ポルノの流通防止対策の推進に資するため、海外における児童ポル
ノのブロッキングに関する調査研究を行う。

実施状況

米国及びスウェーデン王国を対象に調査し、その結果を調査報告書としてとりまとめた。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） － 2 6 6 －

執行額 － 2 5

行政事業レビューシート　サブシート

（単位:百万円）
執行額 － 2 5

執行率 － 100% 83%

総事業費(執行ベース) － 2 5

本事業については、警察庁が直接契約していることから、支出先を把握している。
インターネット上の児童ポルノの流通を防止するためには、効果的なブロッキングを実施することが有効であることか
ら、引き続き本調査研究を実施する必要がある。
今後の実施に当たっては、一般競争入札を行うなど、競争性の高い調達の実施に努める。

自己点検
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資金の流れ
／

費目・使途

A.　（株）三菱総合研究所　

費　目 使　途
金　額
(百万円）

人件費 研究員 3

事業費 出張費、報告書製本費、翻訳費 1

調査費 米国調査、スウェーデン調査等 1

計 5

Ａ．（株）三菱総合研究所
５百万円

海外調査等、受託した

調査研究事業を実施

警察庁
５百万円

調査研究事業を委託

【一般競争入札】



児童ポルノの根絶に向けた重点プログラムの概要

児童ポルノの根絶に向けた重点プログラム
（平成21年6月）

児童ポルノに反対する国際文書の
相次ぐ採択

国民からの取締りの要望
犯罪に強い社会の実現のための

行動計画2008

児童ポルノをめぐる情勢

氾濫する児童ポルノ

○ インターネット上の児童ポルノの氾濫
による、被害児童の苦痛の継続

○ 児童ポルノ事件の増加

取締り 被害児童支援流通防止対策

☆ 警察庁における画像分析班の設置等に
よる情報分析機能の強化

☆ 職員の外国捜査機関の研修への参加等を
通じた新たな捜査手法等の導入の検討

○ 外国捜査機関等との連携の強化

○ 共（合）同捜査の推進

○ 捜査態勢の強化

○ サイバーパトロールや買受け捜査の強化

○ 児童ポルノ愛好者グループの徹底検挙等

☆ 児童ポルノ流通防止協議会での児童ポルノ
掲載アドレスリスト作成管理団体（仮称）の創
設やブロッキングの実施に向けた検討への
協力

☆ 児童ポルノ掲載アドレスリスト作成管理団体
（仮称）への情報提供

☆ 児童ポルノ掲載アドレスリストを活用した
更なる流通防止対策の検討

☆ 流通防止に向けた広報啓発活動

○ インターネット・ホットラインセンターを通じた
削除依頼の継続的実施

○ 検挙時の削除依頼等の徹底

☆ 被害児童の発見・保護活動の強化に向けた
画像分析態勢の構築及び分析手法の検討

☆ 被害児童の心情に配意した具体的聴取
手法の検討

☆ 児童ポルノ事犯等の特性を踏まえた被害
児童支援の在り方に関する検討

○ 被害児童に対する継続的支援の実施

○ カウンセリング態勢の充実

○ 遠隔地に居住する被害児童の支援

注：☆…警察として新たに取り組む施策
○…現在行っている施策を強化するもの


